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AB = 5，AC = 7である△ABCの辺 BC上に AD⊥BCとなるような点 Dがある。次の問いに答えよ。 

（1）△ABCの外接円の半径の長さを Rとする。ADの長さを Rを用いて表せ。 

（2）BC = 8のとき，ADの長さを求めよ。 

（3）△ABCの外接円の中心を O，△ABD の外接円の中心を P，△ADCの外接円の中心を Qとす

る。BC= 8 のとき，△OPQ の面積 Sを求めよ。 （早稲田大学本庄高） 

 

 

 

（1）「塾技 69（3）」の手順に従って解けばよい。 

右の図で，△ABD∽△AECより， 

AB：AE = AD：AC 

5：2R = AD：7 

  
 

（2）「塾技 73」の手順に従って解けばよい。 

AD = h，BD = x，CD = 8－xとおく。 

△ABDに三平方の定理を用いて，h2 = 52－x2 …① 

△ACDに三平方の定理を用いて，h2 = 72－(8－x)2 …② 

① = ②より，  

 
 

（3）△ABD，△ADCはともに直角三角形なので，「塾技 69（2）」より， 

斜辺がそれぞれの外接円の直径となる（図 1）。 

ここで，P，Q はそれぞれ AB，ACの中点なので， 

図 2より，OP，OQは線分 AB，ACの垂直二等 

分線となる。一方，（1），（2）より 

 

 

 

 

△AOPに三平方の定理を用いて，  

△AOQに三平方の定理を用いて，  

△OPQ = 四角形 APOQ－△APQ 

 S =△APO +△AQO－△APQ 

ここで，△APQ∽△ABCなので「塾技 62  」より， 

 

以上より，  
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